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要 旨

イカ墨の耐紫外線特性等を和紙に付与するため、和紙上にイカ墨色素を保持させる検討を行った。和紙

材料はパルプおよび三種を用いた。抄紙（紙漉工程）条件は和紙材料に対してイカ墨色素を添加したサン

プルおよび、イカ墨原液に和紙材料を潰浸し、抄紙試験を行った。この結果、イカ墨色素粒子が和紙繊維

表面に均一に乗っていることが確認できた。

近年、包装資材としての紙に機能性を付与する

試みが食品分野を中心に盛んに研究されている。

例えば、機能性紙容器として断熱性紙コップや機

能性樹脂をコーティングした紙、あるいは金属泊

をコーティングした紙などあらゆる軽量化が要求

され、かつ、紙以外の特性を必要とする用途に利

用され始めている。これらはいずれも紙以外の樹

脂や金属の特性を紙に付与することを目的として

おり、使用時には効果を発揮するものの、リサイ

クル時には、紙と異種物質の分離が容易ではない1）。

和紙は環境負荷の少ない天然繊維で、昔からの

伝統工芸品として現在も地域の特徴を生かしたも

のが各地で製造されている。さらに、歴史のある

越前和紙や美濃和紙は、紙幣や証書など、丈夫で

長期保存可能な機能性素材として高く評価されて

いる2）。和紙のような環境負荷の少ない素材に、

より高度な機能性を付与するには、複合相手とな

る材料も環境負荷のできるだけ少ない自然に近い

構造のものを選択する必要がある

一方、イカ墨は以前から食用や、一部インクと

して利用されていた。イカ墨はメラニンから構成

されており、このメラニンは、紫外線吸収や防カ

ビ効果が期待できるとされている。我々の研究で

も低濃度のイカ墨で紫外線を遮断する効果を確認

している3）。

そこで本研究では、イカ墨の耐紫外線特性等を

和紙に付与するため、和紙上にイカ墨色素を保持

させる検討を行った。

イカ墨色素は、我々が新たに開発した30／Jmお

よび300mmの可食性球形粒子を用いた。

和紙材料はパルプおよび三種を用いた。抄紙（紙

漉工程）条件は和紙材料と規定量の水に対してイ

カ墨色素を30wt％添加したサンプルおよび、イカ

墨30wt％原液に和紙材料を漬浸し、染色してから

規定量の水に分散したサンプルで抄紙試験を行っ

た。

和紙材料と規定量の水に30／Jmイカ墨色素を添

加し、抄紙したサンプルを、図1に示す。和紙に
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図1　イカ墨色素粒子添加なし（左）と30〃mイカ墨色
素添加和紙（右）

対してイカ墨の保持が多少確認されたものの、顕

著ではなかった。300nmのイカ墨色素を添加し、

抄紙したサンプルでは、イカ墨色素無添加の抄紙

サンプルとほぼ同様の結果が得られた。この結果

は、パルプや椿で抄紙した和紙表面がマイナスに

帯電しているのに対し、イカ墨もマイナスに帯電

していることを示している。一方、染色サンプル

は、図2の通り30〃mおよび300nm両サンプルで

図2　イカ墨染色なし和紙（左）

30／Jmイカ墨染色梧和紙（中央上）
300nmイカ墨染色椿和紙（中央下）
30〃mイカ墨染色パルプ和紙（右上）
300nmイカ墨染色パルプ和紙（右下）

イカ墨を保持することができた。これらは、イカ

墨色素がマイナスに帯電しているものの、染色工

程で和紙材料の表面の凹凸部分に保持されている

ことが考えられる。そこで、染色抄紙したパルプ

および三極和紙の表面の電子顕微鏡観察結果を図

3および図4に示す。この結果、イカ墨色素粒子

が和紙繊維表面に均一に乗っていることが確認で

きた。また、イカ墨色素は和紙の加熱乾燥工程後

も球形状を維持していることから、分解は認めら

れなかった。

図3　30J▲mイカ墨染色緒和紙（×1000）

図4　30〝mイカ墨染色パルプ和紙（×1000）

以上の結果から、イカ墨色素は通常の和紙染色

技術と同様にパルプや三極を先に染色することに

よって、和紙繊稚内に粒子を保持できることが確

認できた。
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